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標津町長

小田桐　四郎

申し上げます

年頭にあたって

町民の皆さま'明けましてお

めでとうございます｡

昨年は､町制施行三十周年と

いう本町自治史上記念すべき節目の年にあたり'各種行事にひとかたならぬご支援をいただきまた'平素よりさまざまな形で町政にお力添え-ださいました

皆さまに対しまして､炎心より感謝を申ししけ吏す｡

思えばへ　本当に=Iいもので'

私も､町政を相当してから､四回Hの新春を迎えることにもりましたが'これまでにない､たいへん感慨探いものがあります.

この間､町政のあらゆる分野

で難問難題に遭遇いたしましたが'常さまの暖かいご哩解とご支桟をいLJださながら'ひLJすら'山積する課題の解決にあたってまいりましたo

ひるかえって'私は､何より

も町民各層の英知をまちづ-りに結集し'人間性を大切にLLJ明るい町政を進めてい-ことを基本的な心がまえとして'魅力ある郷土づ-りに専心しているところです｡

厳しい本町を取り巻-I社食経済現場しかし'国の財政低迷が統-
中にあって本町を取り巻-社会経済環境は依然として厳しい状況にあり､1R標津線は､この四月一日からパス転棟をよぎなくされました｡

標津営林署につきましても'

昭和六十七年までに相当数の職

員が削減合糟化される事態か出来してきております｡

とりわけ'本町の基幹産兼で

あります酪農業をとりま-現場は､農畜産物の白山化の波が確実に押し寄せて水ており､たいへんな時期を迎えております｡関係の冊さまには'経常公定のため奮起'ご努力されておりますことに深-敬意を表します｡
一方'漁糞は',(=岸資澱の漁

場管現と資源培考に'順調な伸びを示めし､秋サケ漁もかつてらい漁獲盤を達成することができましたことは'まことに苔はしい限りでございますo

標津川健公輿仮称)と特産品開発センター私は､多難な町財政を克服し

町議会をはじめ町民各伐の絶入なるご稚解とご協力をいただいて町全体の活性化のために'本年は'本町始まって以来の総事業苛卜三億円という巨菅を投じる標津川姓公園(仮称)事業のメインとなる鮭科学館(仮称)の本格的な工事に着手いたします｡

これは根室観光圏の-ライア

ングル構想の核となる施設とし

て位置づけております｡

まLJ　農水産物の▲=回次加⊥と

特産品閑雅を目指して｢特産品開発センター｣を建設し､地場産業の粘輿に結びつけたいものと思っておりますo

対話を大切に町の活性化のためには剛はの
皆さんの町政への棉梅的な参加が､不可欠でありますのでそのような機会を多-LLJいと恩います｡　故道へ　畏者の附では;発化してきている日下的まちづ-りの気運や各稚イへントつ-りの動きは劣はしい限りです｡剛としても積極的な文枝を惜しまないつもりです｡

ついては､名者や船人の皆さ
んと気軽に町政について語りA=う｢対話集金｣を多-設けたいと思います｡

午頚にあLJり､所信の一端を

述べましたがt arI民の皆様にとってより良い年であることを祈念Lt　新春のご挨拶といたします｡



新森のご紘超菅

鯉蒼臥

標津町議会

議長菊池十一

ト　)

昨年は町政施行二卜周年を迎
えて多勢の皆さんとともに先達の労苦に感謝いたしました｡

妃に､ここに新しい牛を迎え

本町のl段の抑進を心して､拭朗の気かみなきるのを兇えます｡

農業基本政策に国民の英知をしかし本=をとりま-謂情勢

は以外にもさびしいものがあります｡

咋平は､農商･%物日山化の旋

風で吹き荒れた隼でもありました｡関係名のご協力で'　応当
'伽の問題牌決は出水L)もののへ

こめ市場解放の外圧とともに妃に深刻な問題として議論される郭になるでありましょうQ

H本伝火の見菜甚本政鞘を:,,3

らざるよう田山全体の英知を縦集して処する中が肘安かと心います｡

ろう｡lカでは新幹線が延良されると一=うときに'割り切れない範柿は私　人ではないと恩います｡

油や､通勤'通院などで利別

される住民のために新しい輸送〃法によってその足を確保せねはなりませんo

このように行政お安は､==･･

田ともますます複雑多様化するなど､まことに厳しいものがあります｡

私ども議決機側といLJLまし

ては､町.ii小机の安八祉向上を川るため'今後さらに別t.jL大を弔ね､町民竹様の期待にこたえるよう決{=iを析たにしておりますので'本年も柚変らぬご支拭ご協力を賜りますよう､心からお暇い申し･1'げまして新年のこあいさつといたします｡

)･i.･ ''･.I.･.:I.''

皆無.主三;

叫比の常様'それぞれ､ご壮

健で新しい隼を迎えられたことと心からうれしく存じますo

判はの怖様には､H頃から'

叫政､減食逃餌に対する噴かいご鞭解と絶入なご協力を賜り'伴-お礼を申し卜げますo

約線仕出の馴ない職常もむな

し-､この二月■1.日で標津緑の鉄路が消えますoなんとも衣税の日永ない'むなしい;･)いにかられます｡

どうして鉄砦なくなるので

′



年頭にあたって

標津漁業協同組合

組合長理事

西　山　吉=

廿ノゑ

をげ%上

標津叫のみちさま､新年明け

ましておめでとうこぎいます｡

昭和六卜例年の輝かしい新春
を町民のみなさまとともにお迎え出来ました事を心からお慶び申し上けます.

さて､昨年を磯りみますと､

道内の景気動向は'場内の景気が一昨年から引続き高水準で推移している影響を受け､総体的には一昨年を上Eる水準で新年を迎えましたo　これが本年中頃まで綬-との予測がされており

ますQ

史上最高の
サケ定置漁業

しかし､流通向においては依

然と厳しい北海道漁業の中で叫縦令の批拙粕は糾人目別･Tl以来の扱いをさせて頂きました｡巾でもサケi止芯漁菜においては関係機関の適切なご指導とご協力によりまして柿梅的な観点確保やふ化本業を進めて参りました結果'全道`の回紬坤に山心まれ'加えて瓜佃についても鮮度保持を横板的にyIったことにより､比較的安定した価格が維持されましてへ故･金街ともに過去=叫岳の取扱いとなりましたo　これひとえに関係各位の特段のご指導の賜ものと'組合‥H.同深-感謝申し上げる次第であります｡

淑しいホタテ漁業しかしながら'根付資源の大
京をなすホタテ漁業につきましては､底質､その他の形響により小刑1化し､加えて十月三十日の低気庄の被晋を受け､故･金額とも大幅に下回る結果となり増殖事菜の厳しさを痛感させられました｡

積極的に
漁場造成を

しかしながら､挫代細入日長が

念願し努力して参りました水似五千-ン体制の確立の鵜には人-核とも横地果敢に漁場造成小業を進めて参る所存でありますoその一環としまして､昨隼度'叫のご指呼へ　ご協力によりましてホタテラ-バ自動判別機を導入いたしましたので本年度からより一層迅速かつi:=k=度の処坤が叶能となりますo　また､本年度中には水温'潮流'塩分などの自利洲定機器を帝人する計州ですo

今後とも関係各位のご指将､

ご協力を賜り､質の良い美味な〝しへつの魚貝〟をつ-るよう積極的に努力をして参る朔存でございますo

こうした町民各位の日頃のご
協力に対し､少しでも還元いたしたいと考えまして､ホタテ･サケの即売会を実施しておりますが的年は充分某施する事が出光な-大変申し訳な-存じております｡本年は足羽ご期待に応えられるよう努力いたしたいと思います｡

〕

LJ,.T･.チ.
まL)､サケにつきましては関係希代のご協力によりまして末什有の取り拭いをさせて頂きました｡サケ小心EP.漁文名の租解を鮎ましてt T町の避相成柴である水雌業の振朋ーハと救急車購入のために比. `少でありますか布川をさせて哨きまLL)｡今後とも一層のご指導ご鞭櫨を賜れば幸いと存じますo

約4日はより`層賛源の維持噌
人に努力するとともに秩序ある操業と過小な資糠配分を行い､漁民の作柄安定に努力するとともに､活気あふれる明るい罷かな町つ-りに組合員'役職員山体となって寄与して参りたいと存じます｡

昭和六ILg:年もご家族ともど

も益々ご健勝で'実り多い良い牛でありますよう虫心よりご祈念申し上げまして新春のごあいさつといたしますo



献身のご線

.)

標津町の皆様'明けましてお

めでとうございます｡

昭利六十四年の新春を町比の
怖様とともに健やかで､心新たに迎えられたことを心からお慶び巾し卜けますo

･･ ''..顔

昨年中は農協の終事業に対し

ご協力ご支接を賜り揮-お礼巾ししげますo

さて昨年は倍協法公布施Y;以
来川卜牛という大きな節口を迎えましたo　この間鵠たびとな-人きな試練の中にEtJかれましたが､それを克服し､今Hの近代的恩光鵜髄を確立した北UHMには農協迦軌を鵜飼とした州#扶助の柵神と強い印紙につちかわれた｢協同の力｣　があったことを

･忘れてはなりません｡

r J

しい軸態に米敢に挑戦し､食槻供給基地北軸迫として安全･長田･廉価な段都催物をゼ定的に供給し'仏-消皆者から支持を得られるよう努力を続けて､戊某'農村そして地域和合における一`卜■川紀への脱S･を切り開かなければちらない｣とする入会iE11:を採択し終/しましたo

この人会を央機としてより
朋協川の力を紺牡し､総力をあげて前進してわかなければなりませんo

標津町農業協同組合

組合長理事

吉田　　昇

また昨年は､`牛にl度の腿

協大公開仰の勺でもありへ　公述大会は卜　‖十日札幌符牲小金食餌で'代衣　l千.:1.日人か取まり開催されまLLJ｡今川入会は卜二月トム日加京武迫餌でi;われ､代去月約ヒ千人が災まりました｡

今池入会において｢新時代を
柿-北軸泊腿柴の構築｣｢新しい組織つ-りと活力ある農濃経営の創造｣｢ニュークオリティー遊動の展開｣と｢米巾切開放阻止に関する柑別決議｣を満城の珊同で雌寒通り決消o　また'｢厳

皆様もご存知の通り鮒戯'お

産も厳しい局面を迎えておりますo孔製=…や&｡魔物の輸入岬人などにより厳しいT=_竹雌と価格引卜け傾向が抑瀬であり.むに政柄がガノー裁･:止を項け入れLJことから今後'プロセスチーズ､牛肉胡蝶=Wが‖-;化される郎となりましたo　加えて日米=:i牛肉協定の決前によりi=和しハト
･ハ年度から牛肉が日出化される

か態となりまLLJ｡

か,る情勢のもとにあって解
農高鹿環境が鮎期帆に即転することは州雛とみられるため､引

き続き刑何件産とf:碓コスト低減'絶防人∩稚化について.桝の努力が必要であります｡

私ども役職uH　丸となって'

希望のもてる農業相;I:={と催令なる農協迎):=･:に最善の努力を傾汀し､町民の皆様とも調和を図り親しまれ､桁頼される農協を目指して､既発を通じ成文の絶城と泊力ある町つ-りに寄りして参る所々でございますo人-織とも町民皆様のご支援ご協力を賜りますようお噸い申ししけますo

般後になりましたか､叫比の

皆様の益々のご健勝と新しい午が稔りある辛多い隼でありますようご祈念申し上げ新年のご柁拶といたします｡

二一三==≡ヨ一㌔～
- dtI･t-ll. _ _



年頭にあたって

郎

標津町商工会

会長後藤-

町民のみなさま'新年あけま

しておめでとうございます｡

ここに希望に満ち溢れた{九
八九年の新春を迎えるにあたりみなさまかたのご繁栄とご清福を心よりお祈り申しあげますo

商.<合運営につきましては平

素'町ならびに関係機関をはじめみなさまかたの深いご理解とご協力を賜りあっ-感謝を申しあげます｡

昨年の経済を省みますと､本

迫は構造不況地域を抱､え､課題は山積しておりますか､設備投資､個人消費を率の両輪として家計所得増､企業収益増と衣裳.体となり自律的上界軌迫に来っていますo加えて経済の国際化､輸出依存から内前や⊥導刑hへの転換､慮業界の再構築は､かって不況の代令硝L)つたMJ==をハネにしており､従来刑十の好況と舛なり｢新いざなぎEILZ気｣の到米などといわれていますo

繰常格弟の増す中小企業その中で我々中小介柴をとり

ま-経常斑鳩は州変らず厳し-椎移し､群営棉発は以前にも増して拡大しています｡これらに対処するには介業者個々の臼助努力を荊経とした強い協同精神が必紫であると確信するものであります｡

むらおこし事業を実施当商工会においても､町が策

定された｢標津まちつ-り計囲｣に呼応すべ-｢むらおこし郵兼｣を実施しました｡

本射業を推進するにあたって

は､常々と培われてきた先人の努力や地域の風俗･文化などの

哉重な財産を涌かすことと'更には未来の勅勢を洞察することが重要な意蓑をもつものでありますo特に現在も勝敗の`蘇であるということを斜記し'過去から現在､そして未来へと続-時の流れの中で､その時々に地城にある人々が地域を見つめ的し､地域を論じ､地域をつ-りそれを次代へ継いでい-という態勢か､今を舛きる満に求められていますひ

このよう･L15やから今回｢むら

おこし｣を進めるにあたっては触力標津町の地域竹を汚屯Ltかつ､その効果か叫能も限り永い将来へわたることを念城におきながら､現状と将来を折まえ

観光と特産品の開発を主眼に'地域内の悪政再発およびコンセンサス形成'人材養成研修'本弔文成果の普及pRなどに取り捌みましたo

対応次第で
滞留客が増加

これらの開発については.衣

だ允分に描川されていない資源がEEll内に多-みられること､述火観光の中継点である本叫を通過する観光客が多いため､対仏次郡では一丸に抑tS=客の相加が比込めること､水催資源を中心とした加-東胡に恵まれていることに耕ULました｡

本水菜災魔にあたり剛比多数

の参加ご協力を賜り深-感謝いたします｡

本年も厳しい情況下でのスタ

1-ですが､常に内外の情勢を兇稚め､事態に適合した諸対策を講ずるとともに英知を結集しあらゆる努力を傾注Lt　他成業との協調を旨とし股書を<,-してまいりますo

終りになりましたが'町民の

みなさまの益々のご繁栄とご捕楯をご祈念し年蛸のご挨拶といたしますo



｣

町内外の多-の方々の協力の
もとで終了することができた｢第

.回オールジャパンサーモンダービIIN標津.-]ですが､このほど収支決算ができましたのでお知らせいたします.

この大会は､ライセンス制度

(許可制)'地域おこしの旗のも
と実施したものですが必ずしも釣人には満足のゆ-結果ではなかったようです｡

さまざまな課題を乗り越えへ

三回･四回と実施することによ

り､参加者も増え度け入れ体制も整うものと思いま+o

町外から集客す
るイヘン-としては=3人規模になる可能性も広いことから'関係者のますますのご和解'ご協力をお願いしますo

(最3㍍ビ)

収支決算書

くサーモンダービーの実施結果〉

釣り人のマナ一向l_と鮮釣Y)のルールを考える交流の域として､

施i汁画に甚づき'R施をした｡

人全期間1988年91]14n('k)～18rl(H) 5F川可(9月14Elは開会式)

大公域〃斤　標LセP]J地先根室海峡軸卜指定海域[^1

人全日別の参加胡散と状I兄結果

'Jミ施.jr何人i1　400第

参加申込人i1 335^/.

.汁Inlll達成率　83.75%

参カ='j三人11　234^/.
I-jご参加娃人L1 264省.

参　加　比　率　･i丘外　　27人(ll 54%)

･iil内　207人(88.46%)

収入の部

サーモンダービー実行委員会

委員長坂　口　昌慶

町内外を問わず'関係省の常
様には人変お世話になり感謝いたしております｡

このほど､遅ればせながらも
収支決算ができましたのでお知らせいLJLます｡

範`回目のi)めへ総督がかか

り過きた感もありますが､次川を糊持したいと思っています｡



の概要珊謡欝だ配れ誉
バスへの転換が｣式に決定し

ました1R標津練は'現在関係沿線市町･1R･運輸竹の関係紳当名により'パス転換計画の作兼を精力的に進めているところです｡

しかし､閉業キロかけキロを

超える公人路線であることや､全ての関越について(約線iEEzilや関係機関との介意が必要となることから､現段階(馬現在)までにTE式に決定した少はありませんが'その概要･甚本的な考え方についてお知らせいたしまーJ

1'転換日○法枠で1R迎行儀_

と決められLJ翌日のm利六十川牛川E I日の予定.

一lr】行区叩C標沖-梓茶問および

中標津～呼床附(帆
.参照)

E､濯

三､運行軒叩olR水準を甚本(L kEt手

卜L便)　として運行

を考えています｡時刻についても､1Rを基本としていますか､標津～標茶間は.邦遠回りとなる退路を通らなければなりませんので､所要時州が川0分和哨加するに伴い始発での調整が必柴となりその分変わることになります｡

賃○既存パス運貨(例､標

津～耕〓･中標津朋)と川■を姑本として偉人されるr･芯ですか'迎輸粥の考え方として､当初は%=通運賃で1Rの　1倍･定期腰弱.で`椛をー肘の‖滋としてr定されているようです｡

両cLO人来りデラソク

スハスがr定されて

います｡

六､伸留所○関係分としてt T初

遅行する伊茶仁～川北間(標津～伊茶仁間は既存仲倍所使川)にLカ所　(束九線･伯山基線･北八線･北川線･北1線･川北･南三線)　設嗣する予定ですo　なお'仲田所以外の域FL Iでも乗り降りできる円山乗降制度をバスや業満に要望していきますo

七､待合所o標津･川北各　カ所

概ねこの程度の･<;容となって

いますが､迎門が決まっていないことから収女かl小されず'これいかんによっては､巡L=31位ー数にも変むが咋じることが考えられますoなお､パス迎貨の紺にかかわらず'現在列中で通勤･通･:::-している力には､次の柴cqL

で列中とパスの運貨美和に対して'法神に韮つき1Rから補低食が支払われますQo定期差細補償1通勤者は転換日から卜.`カ〓分･油学令は転換日から.牛を■L OJヵ日と打砕してや…:iする･‖川校を早業する期帆(松換日がMH Uとすると現都の･‖川校`.隼1は　Cヵ‖分o
･=回校`年目は二〇カ‖分).

転換r･:止日まであと｡カ月と

追っているLJめ､まもな-y=細がl小され'関係巾剛および関係機関によって‖式決定することになろうと附心いますので､決定しL)い消し-お知らせすることといLJLます｡

このパス転換に関するごt=5兄

ご:門榊かございましたら'お気鞭に待機企画振興課(:画係にお噺いいたしますo

■　■　　■



標津線J LLス転換計画

標津線沿線略図



1月町長カレンタ-.989
一般廃棄物収集区域(祭日は休みです｡)

新川上町･川上町･栄町･緑町･弥栄町･曙町

本町･鳩ケ丘町･双葉町･桜木町･住吉町･東浜町

川北･伊茶仁,忠頬･浜古多糠.

町民憲章=健康で働き楽しい家庭をつくりましょう｡
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植田(雲芸子)さんちの勇気<ん(63･1･2性)
川北･共栄町◎

人なつっこいgl/^くん｡カメラを向けてもご機嫌o

'JjJjこくんは10ヵHで′l◆まれたんですが､人変元気

ですo　茶ダンスの引き.LhLに貼ったガムテープも

絢Itiにはがすんです0　7-か大きくて力が･JrAいんで

すo

おしゃヘリは迦いほうで､｢マンマ｣と｢バイバイ｣

がやつと.,えるように7Ld r)ましたD

gl'}1くんはケ)の/ですねo　機械いじりが人好き

ですo　お父さんのカメラをいじ-'てこわきなけれ

ばいいんですか｡

お父さ/i,とi)川さんは､ ′卜促はrJ)も＼くんの妹か

ほしいんですつてo

)

∴..I,^･T,.TFH:声■'''T.,･･.

｢録易通いで感じたこと｣

朝熊　康さん
(標津漁協軌席)

｢まこと=くそ- ､川･=13できて
るかJ

r伐も心糾LJもので　｢はいは

い叩偶OKeJこれが　日の引巾を終えた私の卯で那`声であるoこのようなやりとりの申､純湖への出発であるQ

肥=-=きみの身体のため'私は勺　二八日ぐらいは純.=iR細い

としているのではなかろうかD

銭湖とl:っても､北が襟川MJ

の公衆桝場にはサウナ段輔かあり､この場を通じ私はさまざまな職域の人とめぐりあい株のH

き42-いをさせていたL)いております｡

峠州の制限は別にな-､伽光
軸りの人とおたがいに会釈､挨拶を交わし'日頃の情紬交換と身体にt･滞った汗を流し(;う｡各日の汁の日日ハ八日により'その日の斗体の凋rをおL)かいに=い人目い､　柳のス-レスを解消し

ている｡

常迎(仲間)　は､ある柑也の

ルールを守りおけいに他人の迷感を考え､公衆述徳を守りながら株の〃き(;いを人切にしてい

るo

出道はサウナ付公衆浴場の話
題を閃き州け､遠-別海'維臼の人々も入浴されているが'我々が大切にしている公衆近地という=枇低のルールを守れない人たちが目に付くようになってきたQ

札は/伐の頃に川父､父に辿

れられ銭湖池いをしたハ八億があるo　この時代､1;帆;I家庭は少ち-餓〓側の蛸ん乙的たったか'親たちはこの域を利用し､公衆道徳はこう守るへさとうるさ-教えていL)｡

了快心にも反発心と遊び心で

={-のGき過ぎはあったか､=枇
低のルールは守っL)つもりであるo

その私が人の/の親となり'

公衆桁域へ通いなから我かrに同じことを=っているように‖小
､｢′

人は感情の軸物と=うが'=l=
低のルールをおlJfいに守り､人と人のつながりを人印にし､ーみ良い舛T･=をしたいものですo

(次のあなたは糾熊さんが選んLJ
新川-剛の束‖T=大さんです｡)
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軸括

策士二回北海道写薫こ科長
.-ZI;隅　r)<か､=耶∵い

第･LId.回北海道写牢1科展で住吉町に住む

仲山は.さん(一九)が鼓j:=貨の二村常を受供し評判になっていますo

今回は､およそ　盲人が心擬し'標津から

は仲山さんのほかに′砧森さんも応tl%し入貸しています｡

伯山さんは､この公券城に約311回Uから応

苛Lt　六回ほど人状を巾ねていましたo

受=SLLJ作=…は､人1日=ケのよ紙に掲載して

二村賞受賞のフロンズを手にする西山さん

いる｢枯木の夕｣と越した野付半砧の-トワラの夕陽をテーマにしたものです｡

この写良は､l;のi<に野付

の先で水の卜から祝ったもので｢恭本に小心･l#な楢川が評価されたんでしょう｣と受朋の押出を
l詰っていましたo

卜■;六日に旭川巾で行われ

た受状式の巾で'松川汀`怖九日委日比は｢雄大きかよ-よ税されている｣と門日脚を排していたそうです｡

西山さんは､巾標津叫のTnハ

サークル　｢グループ北風　(近藤将臓問･令‖-人)｣に所旭しており､H　回の例会の中で､仲間と技術を::=め(;っていたとの

以前
しましたが､矢部武さん(九.)は､丸太で作った束悔､私山肌博物館建設に引きつつき､今度は本格的な丸太小槌に挑峨しています0

日ら所有するト地

のカラ松を切り目し皮をむき､製材所で人故に魁別してもらrLJけさ卜=巧の九人を椛み1けています｡

太か屋に挑戦

の矢部武さん

九人の間から胤が吹き.込ま

ないようへ　チェンソーで丸太の中心に柿をつけ､その胤に角材を入れるなど､なかなか本格的ですo
矢部さんは｢九人小屋を作

ろうと懸っL)のほへ　炎は昭利八叶に家が丸焼けになり､地域の人々にず仕ってもらって住宅を姓てたんですじ建材は営林朋から払いトけてもらいましたo

uりーrた

その叫に¶った淡や桁を丸

太小桜に倣いたかったからですo地域の人に感謝したい苅柿をt･かすためです｣と動機をh叩ってくれました｡

今年中にはi化成させたいと

作菜のできる瀬か‖ちどおしそうです｡
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000万m

12)∫ lUUに概EミHJL.((I.諜…協Il'1釧介(西山吉

_跳介lく)では､水成振興に子'j<tJllI_ててく

ださいと4,0007JrTjと救急申(700JjLl川口

､l'1)をP日に′約1円しました｡

4,000)jHは､59イ1に制定された水産菰壱

R,ntl避令に枇み_llr_てられ､今.汁紬は9,773万

1【=二なっていますo

)

第十八回造型まつり第五回児童アイデア作品展

牛授八時からホテルワカマツに

目錦を漉す西山組合長(左)　ぉいて､撚津叫

報告書を町長に提出

何加日.=i悦仲k･公油日;一卜人)の終/式か=われ､仏f=ハ･仰･奴は小川刑;lkに]･=動袖山===をf池しました｡

この紬;=;=には､昭利ハト

咋八;の発足日米､　勺``カJの附にノ=われた`-1川回の合議と川回の川椎の内容か記されており､EE Iの.･=11竹化に向けた祉‥が捕械されています｡

あいさつに立った付加=ハ座kは

｢H～;な柁想､発=により･叶派も紬r=-=かでき､い-つかの従=もてきLJことに刈し､析さんにお礼小LLけますo　まちつ-り'八つ-りのため､それぞれの立場で今後もtlg動してもらいたい｣とあいさつしました｡

とれも力作ばかり

教iZf委〓会､1#仰の節卜八回迭

E･まつりとf･3日回肘九,=アイテア
¶‖…屈か十l　月九日から卜日日まで:LZ刈端境改讃センターでJわれまLL)0

造刊まつりは､回を巾ねるご

とに‖=…数が和え､今回はiiIJ内の幼児関目八から小…JItlまでの作
目州`.･;古…以卜が戚小されました

ホタテ-粉石けんを

生活保護世帯などに配付

13

配付する福祉課職員

概津紙柴協)日脚L合(州Il糾†ナ

良)はホタテを､ U.1さけ虻Lミ淡セン

ターの述肱稔さ/I,は粉イTけんを

｢′I'hT.1礼.19 Il川!やJ;よI父/一束l姓

に配ってくたさい｣とllJJに′､IjlLrI

Lましたo



明けましておめでとうござい

ますo　こうして､連載のお誘いをいたL)いたお陰で､病院に勤務しているだけではとても知り合えなかったような方々からもご意見を頂いており'反響の広さに驚き､いっそう苦さかいを感じています｡

前31.外来カルテに項付け時

間などを記入する計画の車を#=きました.忙しい中､串荷のガでも協力してくれるようになり縦粟として'診察の際､私の方も待ち時間を意識できるようになりました｡

出初は=･=情の起こった畔の準

備として考えていたのですか､それ以上の効果がありましたoまた過日が今山Gテーマと朋遭するようなこ指摘を噴いておりますので､まずこの軒から紙卜でお返事しますo(ご指摘)

外来で.人当りにかかる時間

が長すぎる｡(お返事)

カルテに時間を記入するよう

になって私もはっきりとその事が判りましたo診断根拠や薬の事など手短に説明するつもりなのですが､糖尿病で初めてみえられた方に食事療法など脱明して二十分ほと時間を使ったことがあります｡療養の上からは病気に対する知瓶は典以上に大事たと思うから皆様の時間を頂いているのですが､待ち峠mのかを考えるとこ指摘の通りですD

特に､糖尿病'‥M血圧症など

の成人病などでは同じ僻をお話しているわけですし､また外来では私も時胴を気にして早目になることJあり､何を111っているのか分かりずらいという声も頂いておりますo
一度､問題点を洗い出してみ

て'役場の保健如さん方の捕動とも重複するところなどは､必

要に応じて協力体制を組むなど何か効率の良い方法かないか考えます｡(ご格納)

診察の時､聴冶器を当てない｡

(お返書)

この力は再診の力で､状態に

かわりがなかったので新たな所見が無いと判断したために聴診を竹いた方ですo　脚を本式に聴診しようとすると五分から十分かかりますので'何か陶の病訳を従わないかきり時間の事がありますから'鵬治を竹-ことがありますo

そのあいた叫関でカルテの記

入を1準にするなどの繋分をしているのですが､供鰯とは本来肌と肌の触れ合いであるへきて心情的にすまな-恩います｡(ご指摘)

典が柑りなのに､‖る薬か少

ないo汁射をして-れないo(お返書)

『標津病院を

うまく利用する方法』

三､医者をうまく利用する方法

)

前のご指摘同様､ご老人から

のご指摘です｡柄状の説明や薬の脱明が辛らないばかりにこのような不安を感じられたわけで申し訳な-想いますo　不審に思われる時は'遠慮なきらずにおっしゃってーさいo

たL)し､私は必笑と認めたと

きには･L分なnWの炎を用いていることも分かって-L'さい.泊城を切り詰めるためにへ　薬を減らしているわけでは決してありませんo私たちは典の巾川を知っています｡炎というものは飲めば飲むたけ良いと=うものでは決してありません0円臓や肝臓で解揃されて排榊されるのてす｡

薬を飲む際はお年寄りほど憤藍にお咋有りにもりますと､催煉

な方でも腎臓や=臓の働きが=打い頃の半分くらいになっていることは珍し-ありませんC　ですから､炎の良い作用も悪い作川も名い明よりも強-でかちで+o私は､お年寄りほど典を他市に倣います｡
このようなJ<=孤は中門雀とし

ては常弧のことですがへ　実際に

燕を飲まれるガの感じ･･Tとはまた別の軸であることが今回のこ指摘の安川になっていると心います｡私は典に問して強いてH分の考え方を押し付けるつもりはありません｡ご小器の残るときは遠慮されずに柑流して伯けませんかo

例えばウイルスによるカセな

ら､拭生物群はききません.如水や咳などの症状をおさえる典はありますか､嫡ハ爪にかかっている剃糊を触-する典はありませんじ

アスピリンは'俊れた熱さま

し､柵み･tめですか､′快に起これば死亡する率の日日いライ症候即を起こしますし､体内では柵の代謝を邪魔し､緋火として身体を雌雄痛のような状態にする作川を糾っていますo　公(LLで効-ものなら'私は･:;:んで典を目しますが､現.<はこの様なところですo　お飲みになるなら､せめて薬の名前やその効きんを知っていたL)きたくて､外来ではお話をしているのです｡

長い間飲んでいる薬というも

のは､薬のお除で健康が保たれているとお感じの恥が多いのですか'柴坪作用から考えてそう



l

標津病院内科医

山　田　基　博

でないことも多いですo　ご理解を柑ないままに'無理に薬をへらすことは致しておりませんから'もしへ　太期間飲んでいる薬の内容を見由そうと思われた方はどうぞいらして卜さい｡

水揚げ主義に免各病院

医蝶の本質を放れて水槻け･仁発に足るような病院は経済的に淘汰される時代になりましたo

近いからではなく信輔でき

るからという理由で標津病院を利用して頂けるようになることを私は願います｡

これはまた也民健煉保険金訓
の赤字に関係する閉場でもありますo投燕は被保険省への現物給付であり'医者はその給付の決定者ですo供蝶闇を取り巻-情勢は厳し-､医帥会の勢力の梅めて強い関西方面においても検兼や投燕の審査が厳し-なり例えば､比較的安価な尿検充でさえ検禿増山を明記しなければ保険が過らないようになってきています｡拙典においてもその通りです｡

保険給付にTって性者が中門

〃象としての出任を取らず､安錫
に被惟陰部の柴求に応じたり'

さて､八･回は医名をうま-刺

川する方法について述へてみます.病院としての実力を考えてみた域合へ当然の軒ですが横枠病院と他の柄院をいかに使い分けるかと-nうことに問題が絞られてきますo

萩症が　l人も入れば､石穫部

も検食部門も能力としては一杯になりますo私は今まで､沖純料立中部病院､附･T>弼環淋病センターなど地域の小心的な柄院でも働いてきましたが'そのような病院と比恨しても'仕部の
. IM･:fl共にこの病院の現場の同

憶はよ-働いておられます.八十床の病院で石磯部の当直勤務名が三名である事や病室の配置などの勤棉環境を考えた域合､もっと厳しい状態で頓張っておられるとき､え一`.=えますo外来共布にしても解務や検査室の謂氏はよ-働いていますo

Lかし､この現場の努力にも

かかわらず､多-の力が時間をかけて町外の病院を利用するという厳しい呪文がありますo

それにはそれぞれ切実な現由
もありましょうし'この現状を雄虎に受け入れるにしても'私は性鰯増門蔵としてやはりこの病院を利用される利点はあると主張したいのですo

わきわざ都市の人病院にl;っ

たのに､口分の症状を適確に糾い時問内にlHえなかったL)めに納得できるよう･L･森明が浸けられなかったというようなことを経験されたことはありませんか｡
=枇近も､物が飲み込めないこと

}

を医者に話さなかったばかりに大学病院で診断ができず､地元の診療所の胃カメラで診断がついL)事例があったことを知りまLLJ｡

なぜ'この様なことが起こる

のかと一.:いますと'医者は患者から請を閃いてどのような検査をするのか決めているからですo
･U川渡の供蛸設備を持って'立派

に運常している病院ほどそのように根拠を持った検束をするものですQ　いかに､正確な病艇が大部であるかということですo

Lかし､どの病院でも時間の
制約があって十分に利用者と同名が話せませんから､教科小目で教えられたような徴鮮な問給ができないまま冶横が行われているのか実肺ですo特に､糾介忠名の取中するような大柄院ではそうです｡怪石の立場から柄ハ爪の陳史を減れな-記して'今の問題点を教理した紹介状をお持ちになれば受入れ先の病院でのり娘のような不幸な例が防げます｡これは地元の小さな公立病院しか出来ないことですo

このような形でも標津柄院が
お役に立てるように外来カルテを体系的に牲備してわきません

か｡そうすれば､保健婦さん方の活軌との重複もかなり改善できましょう｡このような事業は標津町のような人口規模の町でしか出水ないことだと私の縫磯から断一言できます.
｢標津病院でよかった-｣とお

疑いに.口えるようにするために皆様と共に考えて行きたいものです｡

避ま六文金奥 ぴす011､をさ土 ま故七すりは寿 介と齢れ人 刎9l�)�俘ﾉ9�ﾘｪﾘ敢ﾇﾂ�^9Nｩxｲ�



路面積雪･凍結の季鼠γ
追突事故に要注意

柵雪路より､見分けのつきにくい

凍結路が危険

榔`lli仏と油紙1.路では､ 2対1の

判合で凍打.路での追突小.牧か多く
y/t′E_していますo

初冬別の棚*,.,路は､た7㌧:i;7"れて

いるたけなのかJ如糸,■,しているのか

判l桝しにくく,それだけIHI,3.を'Ar

Lますo

夕方の通勤時が多発時間帯〝

T･rJiJ8時から1(州と､ ′1-後4時

から6時に交辿L]砧史か多発してい

ますが､ ih'突rl川丈は夕-)iのほうか

やや多く7:1つています.

3年未満の若い初心ドライバーに

要注意.〟

迎帖維俄311人榊の初心トライ

‥-か起こすiLi実■Jll牧は/た体の3()

%以E-をIJl♂)ています｡

また､ 1卜齢JMでは2()I:&代以卜で
､lノ分近くをlJlめています｡

ゆっくり走っているからといって

油断は雑物//

時速こinキロ以卜で止っていると

きの小fL'iが1^-'JJu lをl![♂)ていま

すo

lJ川史令体の場介と比へても､や

や低い速度で走っているときに児
/lーしやすいといえます｡

町内の交通事故
11月
IrJll｡L■1 1

人身事故　o件(18件)

負　傷　者　o名(25名)

死　亡　者　o名(2名)

物損事故10件(158件)

二二二二二

死亡交通事故ゼロのE]

86日
(H l l仙l

1 1 0番は緊急電話
～事件事故･見たら

聞いたら110番～

(911()許は､ ■1111や■1川史にあったと

き､また比たりFmいたときにす

ぐに'JWらせていたたく"あなた

のJHの交蘇､､ですo

(9110解は､ EllけれはlllL､ほと小イ′l

や工l川丈の解l;火に劫火があります

ので､できるたけIzlくかけるよ

うにしましょうo

く110番のかけ方6つのポイント〉

●何があったのか

(どんな-い什･■Jhr.史かをまず光に)

●とこて

(亨芭/l J幼JJfをi上体rl'.)に)

●しヽつ

(イrr川の1HIH.1-Elrt稚/Jしたのか)

●犯人は

(いるのか､巾l人か､服装は､逃走

ノJrTJlは､小のナン--は)

●今の様子は

(LJ川の様/､けが八の状況は)

●あなたは

(あなたのイ日.rrと//.H;Jは,ノ卜.Lt満

をかけている場rJJfと'-tL..,T.番7,]は)

く110番からのお願い〉

(∋110番は､､りさかいのち､､ですo

∈)110芥は､､緊急通､;1長日】"の屯川T,で

すo

(9110漆の､､いたずら心,.rh､はやめ

ましょうo

小村ミ津警手翳ITl

棚. lr苧苧yJrlr･. ,LEI /I J･)i

草の生活資金に5万円をお貸しします

〔貸付の条件〕
●小1△みは､ 12)j 1 Hから21128

日まてですo

●ク照利トで5 Jjr)ほてお1jLしま

)L

●保.,】I人か　人必IEJですo

+迦桝は､ ⅠマイJHのゝ汚Hjから10ヵ

)‖luですo

〔対象〕

(ア)　お年寄りの世帯

(イ)心身障害者の世帯

(ウ)母子世帯

(エ)難病患者のいる世帯

こ不日↓淡は

七l■ミ津MHl公も■紬l協.満会へ℡2　21:日

みんなでなくそう
迷惑駐車
JLj格を狭くし､除排一ギ作菜

のI･'･7招-にもなる路上の迷惑駈

'LLは, L'1分がし7まいことはも

ちろん､地城のみん7:1で追放

しましょう｡

喜　みんなで協か除排乱

少)且や′私のまわ.)の退路の

除判■Tiに努めることも､冬の

交通■JtI11丈l;JJ lJのr_人tu7LJ:こと

ですD j丘fTrrのjjと協ノJして身

近なド余榔1;は､ rH)率先して

守)いましょう0

年末調整等の書類の
提出について

Il,JlfrTE;3年分のJ'f木調怒伽係

の,(;粗及びイ即.LHaf広中'LJ】 1

'十のiL:l数朋へ(農′衣の方のみ)

の拙.llllJtWulは､ El桝fJ64イF 1 JJ

:うlElとな-'ておりますので､

)t川IllT放守のうえ､役場税頗日米

まです以rL.lfEfLL ､ますo

また.これらについてィ､叩】

な).J!.かありました｢)),ド.Llい介

せくt=さいo

※子JxL場税招.搬
'1､ 1.: L2-21:jl･内線12tS･13ti
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-町役場水道課から-

寒さが厳しくなりました｡

給71く管の椀糸,Eiにご注意′

滅お出かけ前､お積み繭には､はじめに

すべての蛇口(カラン)を全BF) (水を.TJ

LばtEiLLにします).

つぎに､水放栓の-ンドルを完全に閉

めて71くが披けるのを確認して下さい.

瀬もし嫌ったとき?

(訂蛇口にタオルか布切れをまいて熱湯を

かけて下さいo

(水披栓のパイプ部分には､水かなく

凍りませんのでかけないで下さいo)

②それでも水が出ないときは､役場､又

はト紀文者へ連結してトさい｡

〇人ノ既設備二L兼有限合ヰ土(℡2-3332)

OllJ. H設備j]限舎利: (℡2-2479)

○艇　　谷　　向　　合(℡5-2036)

○奥　　　　歯　　　　合(℡5-2021)

水洗便所の凍結防止にご注意下さい｡

●便所内に水道の元栓がある方は､台所の元栓と一緒

に閉めることを忘れずにo

●就演前や日中留守にする方は､ Ej一タンクの水を抜

くことを忘れずに｡

もし､凍ったときは-

●大横設備工業　　℡2-3332

●出　口　言受　イ庸　　℡2･2479

サラリーマンの確定申告

大部分のサラり-マンは､｢年末　　暢命

網や｣によってその年の納税がT,-lt

/しますので､改めて確定申告を

する必紫はありません｡

しかし､サラリーマンでも確定

rfl告をしなければならない場合や

確定rrJ干,をする兆塀はなくても確
'iiI申',i.をすると源泉徴収された所

青さ主税がi馴IJ-される場合があります｡

確定申告をしなければならない堵
n▼

例えば､次のような場令には､

確定申;-.をしなければなりませんD

1.昭和63年分の給与の収入金組が

1,500人岬は超える均分

2.給lJ所相や辿職所子吉f以外の所守拝

金細の介計'glLが20ノブT11を超える

3給与の支払を2 7)所以上から′受

けている場命で､年末調整され

なかった給与の収入金'舘iと給与

J'JHFfや退職所得以外の所得食客白

の令計轍が207才円を超えるとき0

4. rTi】族会社の役tiやその親族など

で､その法人から給与のほかに

壬で汁J金の利了､店舗･工場など

の賃貸料､機柚.器只の便糊料

などの支払を受けている域令

5.災害により被一方を壕けた場合で

日脚Lr63年分の約引こついて災'r,k

減免法によりi城泉徴収の猶予や

源泉徴収税額の還付を･32･けたと

き

期rLJ)/昭和64年1月6日～3月31

日まで

区域/様津町全域

●野犬稚とうの意♯

畜犬および野犬による人または

家畜への危害を未然に防止し､住

民の安全を保持するために､実施

しております｡

野犬如とうill示期間中は､たと

え高犬でも放れているものは野犬

として桁とうされますo

●盲犬飼育者の兼務

生後90日を超える番犬は､毎年

管録と杵犬病のr･防注射を受けな

ければなりませんo

畜犬は､おり飼いまたは2メー

トル以内のクサリでけい倒しなけ

ればなりませんo　たたし､公路を

通行する人に接触しないようにし

て下さいo

iEp]帝者は､ 1 LIにllL･11時間以

上商人を運動させるようにし､佃

や場所は常に清潔にするよう心か

けて下さい｡

ヽ■-

確定申告をすると所得税が立付さ　ヽ′
れる場合

確定申/Aをする必要のないサラ
I)-マンでも､次のような場合は

確定Lt]告をすれば源泉徴収きれた

所得税が遵付されますo
●雑損控除の適用を受ける場合

●l矢蝶費控除の適用を受ける磯舟

●住宅取得(等)特別控除の過朋を

受ける場合
●特定支出控除の通用を受ける場

令

●昭不日63年分の退職所枠に係る所

禅税の還付が受けられる場令
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アルコールの上手な飲み方

内.;畢保健婦

②空腹では飲まず'酒肴をとりそろえて食へることo

空腹で飲むと､肝臓以外の目

や十一指腸も意-しがちであるほか､悠酔いの原因になりま七滴の希も'栄養を考えることか

年末･年始にかけ忘年会･新

年会Tとお粥を飲む機会が和えますので'今桝は上手にお酒を飲む方法についてお話しします0人お酒を飲むと何故､肝臓が蕃-なるのか)

アルコール(エタノール)には

蔽接朋臓の陣皆を起こす作用がありますoまた'お.Sを飲む時に茄を取らないことが多いと'低栄養になりやす-肘臓を恋-するのを助長します｡別臓の障害はアルコ～ルの拭取族に関係するもので'日本酒･ウィスキ

-･ビール･ワインなどの杵頬とは関係ありませんo飲み続けたアルコールの総日払が問題になりますo肝臓岬筈の程雀と飲酒遍とは個人差が大き-て'一概には一`一1えませんo

また'酒に強いか対いかとい

うこともあまり関係が無-､日本酒に換許して一日は介を休みな-十年飲み統けると､し五%の人は肝臓が元にもどらない障韻が起こると.Hわれています｡(肝臓病を早くみつけるためのチェックボインー)

肝臓病は､進行しないと症状

を現しませんから､定期的　(午に`-二回)血椎検査を受けて
rLさい｡

(上手にお酒を飲むには⊥
まず〝飲みすきないこと〟の

一紙に尽きますo
①休肝EI=を設けるo

仕水ばかりでな-､刑臓にも
過に二日の休暇が必砦です｡朋臓ばかりでな-､脳･肺臓･H腸なども､アルコールから解放され､kq税しますo

られる肝臓病〉

多1ltの飲7円のあと､発熱･肘r1 7LcL-どか./a.

に起って米る柄気で､ .耶IJの鉄柵′衣に多

くみられています.

多T.iの.I;(.田飲酒が紙くと肘脱に紡ミ経がし

だいに耶L､さらに飲7円を縦けていれば
やがてnE確饗に遊んで子jきますD　こつし

た刑場の陣rl.は飲酒をl卜めれば､ rL川】と

ともにr.ll子乾して米ます｡しかし､放7円を

縦()越せはそれまでの叩IEのうえに､さ

らに陣､細りTtな-'てJnJ/1は逝1Jしていき

ますb

ールの分解を早めますので､酒の名にお勧めですo)③濃い酒を避けること｡
アルコール濃度の高いものは

潜めて飲むことですo飲む梓に滞-して'舶後には水になるのか甥ましいと二〔われていますo

く肝鹿病の症状

寒気･発熱　食欲不振･ほ

∴. .,臥
下痢･便秘　　　　　黄痘

顎HVV十

I-g由~k

寄付ありがとう
ございます

>松ド厳さ叫声典返しをやめて

古多糖生i告改善センターの備品購

入へ

>茶志骨パイロソト婦人部は保健

活動資金へ

>板目幸治さんは香典返しをやめ

て社会福祉協議会へ

>星山キヨさんは香典返しをやめ

て社会福祉協議会-

>合田邦光さんは香典返しをやめ

て社会福祉協純金へ

>聖友標津支所は晒軌資金として

和合福祉協議会へ

>聖友標沖支所は痛動資金として

身体障智者触祉協会標津分合へ

戸籍の窓口から
お誕生おめでとう

臼,【も　　窓ちゃん

Il i.lJつかさちゃん

おくやみ申し上げます

人口のうごき

63年12月1日現在
( )内は前Fj比

世帯数　2,239世帯(三〇)

人　　口　7.178人　(18)

男　　3.540人　(-8)

女　　3,638人　(三〇)

編集発行/標津町役場企画振興課広報係標津町字標津3 - 5 ℡2-2131 ED刷/標津[｢掘u株式会社


